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我々ほ第1鰍二おいて（宮崎ら1976、），あなあき矧錮撒、の進行遇祐二ある潰瘍縞■巣を痛理親猿  
学的に検討し，そこに開成摘亜射轟まじ溝毀摘録高弟粧菌が駄侍している乙りを左た（〕さらに我々は，道 

＊東京大学農学郁（Facし！1ty of Agricultし1rビ，Tolく）70U－－i、7erSiとy）   
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行過程ある潰瘍病巣せ凍て癖揺げとトト、辟に属する㍗甘瑚輔餌こおいて鉦取掛癒の段階にある潰瘍  

病巣藻点持），それご〕の病二理料紙学的扶言車を行なノ）た。その結果，治癒段階にある潰瘍病巣において  

倭人してくる細菌などに対」する排除機捧沌認して7〕ノニ。以下その詳細について報告する。  

材料および方法   

舅1槻で報告した進桐道程にある潰瘍病巣をもつ病魚粁と甘一群に属する2尾の病魚の治癒段階  

病巣恕■省か摘 にあミj4榔〕濃瘍弄臓とを調べた。臓銅撒，病巣組織および内臓諸器官をヘリ一  

波｝ ゾノ・ソ液シたほ」0％ホルマリン水で国定し常法に従って4～6√ものパラフィン切片を作成し  

～‘ J二。染色は†1E染色，キムザ染色，〉アサソ染色， PAS反応，ワン・ギーソソ染色，ワイゲルト線  

絆さ絹と色，好銀経緯潔色を目的に応じて施した。  

果  

肉眼的所見   

葉上蘭週程にある潰瘍病渠では，進行過程にある潰瘍病巣の表面がただれて組織の壊死が顕著であ  

ろの∴対して∴病巣かどノ紬笥は分離さわず，その中心域ほ赤い肉色を隻し，辺縁域ほ白色をヨしか  

つその表面は比較的平附で光沢をもっていた。  

病王撃組織学的所見   

うで億週給二ある潰瘍病巣の表屑庸鳶甚表皮に被われていたが，これは正常な表皮とほ異った構造  

をエしていた。ま一言ご〉」イの直営な表皮ほ基底瀾笹上に 円柱形基底細腰はし個に並び，その上の表皮   

照域∴村湖上状細胞が重層を成Lて不規則に散在し，表層には粘液細胞が散在しており，この棍棒  

状細胞や粘披灘腫澤滞沌璃持戒J∵にして多面休上皮細胞が基政経胞層のす寸上から表層にかけて   

分布す亮，とい小甘蓑なギ∴ている（IJig．1）こ）Lかし，治癒遇岸の初照段階にある潰瘍病巣（Fig・   

2＼1り享ヾいて、‡次り∴うた変化が克ら九た。ます潰瘍病巣明牒辺城のうち比較的退位にある表皮は   

正浩∴近い鮎貴く雄トノ‾∴イカ＼潰張病軋こ近づくにつれ，表夜内の柱塵状灘推服増しく減少して   

表■支ほ一三：とんご多面陸上皮細胞から構成ぶかぺに要一つていた。潰瘍病巣との境朗闇や表皮において   

㍑，亮一た紺雄甘㌃をの掛川封【〔カ、こ如′Jて∴ji抽りとなり怯も上－アリこして，腫大するとともに局所的に複層化して   

い7∵〔′王プ、二＝最鉦わ㌫ふ度に増牛⊥て牒班吊づしノく肥厚しノていたが，その中には根棒状細胞雄全く   

克く，少数や廉廉謝描雄Ⅶ㍍－ニートろに」㌢十日舶虹紬隠暦の上部二は小一tj形細胞の浸潤も起こってい   

た汗東∵り。淡いで，や亮がぶせ込三九た諜洩姑所にノおいて；ノ烹，尖皮の基底細胞はその縄胞ぶの   

什塩基性を増す∴うに尤り，紅けく突起をけL′てノか済む呈した上皮剥碓ほから′な了†っていた。表皮   

巨－油菜はこの′失≡〔吏‡なもった上皮餌差か巧いに突起をか－ニ〕んこ‡わせて分布しており，高度に疎化して   

いたン、二の謂訂※ニほ小llj形紬杵畑ノお廿む起こ∵ていた。他方，表皮の表層域でほ粘液細胞の増生も  

，ユ〔ミこり，多面極上皮緋籠が比絞的密∴慄やイ亮と共にその表面は乳頭状に攻≠Lていた（Fig．4）。   

表皮告すにある真藻や東証詔溺沌∵べ王将㍑雄ほ圧㍑雄錐黄身性にi；宿り，そこに分布する血管は著   

しく姑ぶてし畑神紺闇の浸淵無情㌶拘れたけ戦う㌔ れ㍑邦湖畔糾した鱗の周脚こほ破骨紳  

駄とよぐ鉦比多如1紳是川慨L・，イ駄郎小に浸入して鱗を呑食していた（Fig．6）。潰瘍に  

、ト〕て瑚紹出頭灘凋酢′雄拇酢離頼雄性ニ狛プ，そこに分布する血管は赤血球を満して拡  

張Lていた。榊冊組織を巻きノ込んだ潰瘍病巣の中心城では，潰瘍表面はその辺縁部に見られたも  

りと巨石い肯造をもつ再′ぎ∴表皮によって被れわていブこ〔Fig．7）。その下の体側筋組織表層には多量   
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の線維素が析＝していた。体側筋組織内の筋肉ほ凝聞壊死に陥ったままであり，昔聞耳哺管は赤血  

球を消して拡張すると共に問矧こ釆液の港‖∴ 軽度の出血と人単核言抑泡の浸潤が起っていたげig・  

8）。   

治癒過程が進んだ潰瘍病巣において，その周辺域の表皮には初期段階のそjtでみた以上の変化ほ  

見られなかったが，真皮の疎結で‡織には多くの大単核細胞と線維芽網胞，および少数の好中球を含  

む新生毛細血管に富む肉芽組織が出現し，類線維素変性に陥った膠瞑線路は融解椚失していた  

（Fig．9）。変性した鱗の周囲にほ多核巨細胞に加えて肉別室が冊先しそれを聞繕Lていた（Fig・  

10）。潰瘍によって切断された蜜結ゎ織先端にほ大判亥附加〕子・む裾落穂が起ぺていた。体側筋組織  

を巻き込んだ潰瘍の中心域では，潰瘍表面を被う再′ト表皮〔つ訓棚雄性が進んで細胞樹医ふ焉まト  

表皮表層の細胞屑ほ重層扁平化していた（Ⅰ予1g．＝㌔ ノ体根崩甘．織表層に域上水．ヒ線維素層にほ赤血  

球を満して拡張した多数の新生毛細血管が伸長し 大中核渕掛プー）′三キLい浸潤繁殖もノ！ニ】じ，この大草  

敵組胞の侵入を受けた線維素網ほ断裂して紺周一化するとともこ融斬首伏しノていた（Fig・12）。．まプし二，  

体側簡組織でほ，筋肉は凝固壊死したま㌣であるが∴糾絶間㌍に毛細血管の新生が隼王，大骨彪翔  

胞の浸潤繁殖，線維芽弄椚包の増牡，好銀性釦網線維や膠開封隼の上か上む起り，変死し上紙向再に侵  

入した大単核鮒胞は筋肉を呑食していた（Fig．13）。．封吊二深層の体根酢払級では筋肉は萎離し  

問質には粟腋や磯浩Lメ単核紺泡やト円形劇Ⅶ串）掛澗艶姉∴線鮭芽細胞の増牛や膠原線路の増加ガ  

起っていた（Fig．14）。   

さらに治癒が進んだ段階のものでほ，潰瘍表面を被う再生表皮は上皮親凝の増加こよ〉つてより緻  

密になり肥厚もしていた。再′上表皮の下町体根筋組織表ノ軌二二は赤ii言l球を満しごた二新隼毛細血管と大挙  

核細胞に富む肉新約織が出現して発達し，初期段酢二見らわ土用雄憧緒㌫首や高遵拝絹針甘装死宮常ト  

た筋肉ほ消失してこの肉芽組織に置換していた廿、ig．1う，16）。なお探層の筋肉如織の琵冒若‡に分布  

する太い血管の周囲には′」＼甘形細胞の浸潤繁殖が口立っ∴二。   

以上の観察した治癒過程にある潰瘍病巣の全例において，組織学的r二法でも紆菌q）存在は認ごがノ  

れなか一）た。  

ろ 霊  

魚類での実験的創傷灘憾や昭遇にノー→いでは既に合冊ら し竹節）の観察があるが，惑潔癖登である  

あなあき病の体表の潰瘍病巣の治癒においても創傷翻意にお汁ると巨刊凍∴悍1二末長と炎性向芽組織  

が重要な役割を果していた。このうち再生蓑必ま音ごt瘍表面の掟蓋の，そして炎性肉芽組織ほ潰易表  

面に出現した線維素網や変性・壊死した組織の消化吸収の役割故それぞれ果していた。さらに赤病  

のように体側筋組織を巻き込んだ深い潰瘍病巣が脾成さ九，それが治癒する場た，再生表皮や肉芽  

組織に加えて無視できないものこ漁瘍底における掠維素の析出があった∴熟払底に析出した線維素  

ほ白血球や大単核細胞度合ち，網状借造物を借築Lていた。この析出緑絆素は病勢が放い、境合に  

は細歯の伝播を許すこともあった〔宮崎ら1976）が，甘酢紆組織ヤ皮下昔酢組織への細菌の侵入を  

妨げている所見もみられた。ニのように，潰瘍民に析出した線総称工紺ふ頼）侵入伝播を妨げるとと  

もに，水棲動物の常として体表に形成された濃凌パこよって起る局所項立通虻の札云朴や体液の流さiiを◆  

軽減する一助となっていると推察される。二のように乱獄の炎症反応こお汁る線維素の析出は人ず  

感染症など（鈷江ら1974）で考えられているように病巣拡大醤了一に叶ナる・桂叫環壁としての役割  

を果していると考え上′きLた。   

この析出線維素が渋疫庶を被覆し，病巣拡大因子に対する防御が葉L〕こ二相前後して再生表皮がそ   
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L／ビge11（ls〔√汀1TigしireS  

Fig，i． Fi、互1e nOrmalskin of the carp．均）：Epith巳主itlm・r）LC：Oermalloose connective tissしIe・  

S：Scale． れ‡‥乱‘1し1COtlS Cells． C：Cia弓JCells． 臼玉ニSkin，Ⅹ20〕  

Fig，2，Theheaiingukerir〕theeariier stage．PicttirCS Shownin Fig．3．to8 show various  

parts of this tllcer．HE stain，Ⅹ2日  

Fig．3． T呈1e Sミミinin t：1e51汀rOLミIlding area of al－ealing uice王L・The epitheliumis thickened by  

Ⅲariくed†－）TPC！・pias毒a（〕f tモーC叩雄一Clial（■eiト∴ 冒E stain，Ⅹら0  

Fiきご．4． 7、をほS童くin 玩 tLle jllとil甘Ⅰ－aiarea く〕f tlほl沌alingし11cピ1、・ ′上1主iビュユIeSh－Sll＝11）e（1，regenerating  

cpithelium（RE）covers on tile之iffccted dヒrmisl）eingin fibrinoid degeneration．HE stain，  

Ⅹ100  

主Jig．う．，ilhe affecte（i（iヒ！－misin thc mこirg瓜ilure；10f the healing しilcel・・Trheloose connective  

tissueis extensivelvin fibrinoid degeneration．IjC：uCnSe cOnneCtive tissue． WjlIGEtもT’s  

fibrin stai王1，Ⅹ1－〕〕  

i：ig．6． An 毒1－jured scalein the delmisin the stlrl－Ounding area of thellealillg ulcer・Itis  

phagocytized bvl）OIvnuclear gi；int Cells・Ⅰ王Ii：staうn，Ⅹ2〕O  

Fig．7． A centraiarea of the healing ulcer．The mesh－Shaped．regenerating epithelium（RE）  

coveTS On the fibrin mが血wor主（（F）del）OSite（lon the affectedlateralmusculature．IiE  

Stain，ⅩうD  

Fig．8．Ⅰ）ctail（）f the fioor of the heaiing ulcer．In the affect巴d一¶USCulature bene；tth the TibI－in  

meshwol・lく（F），1arge monont－Clearcel］sin［iltr；ite throughnecl■Otized TmlSCIcs and cLiミ〕i11aries  

engく）Tged w汗h bloo（1areミ1eW星〉▼forrlled．HE stain，Ⅹユ0〕   
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Legends for Figures  

Fig・9・The granulation tissueis newly formedin the dermall（〕OSe C（〕nneCtive tissue beingin  

fibrinoid degeneration・Pictures shownin Fig．9 to14show various parts of the healing  

ulcerin the far progressing stage． HE stain，Ⅹ100  

Fig・10・Aninjured scaleis phagocytized by polynuclear giaTlt Ceユ1s and 主s enclose（1by the  

granuloma． HE stain，Ⅹ100  

Fig・11・Thecentralarea of the healingulcer・The reg・enerat主ngepithe】iumincreasesin celluiar  

numbers． The granulation tissueis newiy formedin the fibrin meshwork andin 抽e  

affected musculature． HE stain，Ⅹ50  

Fig・12・A high power detailof the fibrin meshwork beneeth the regenerating epitheiiLim．The  

granulation tissue penetrates and absorbsit． HE stain，Ⅹ200  

Fig．13．A high power detailof the superficia＝ayer of the affected muscuiature．in here the  

granulation tissueis formed and a number of mononuclear cells migrate and phagocytize  

the necrotized muscles． tIE stain，Ⅹ200  

Fig・14・A high power view of the deeper area of the affecte（lmusculature・In herelarge  

rnononuclear cells，Small，rOund cells and fibroblasts prolif仁Il・ate． HE stain，Ⅹ2C）0  

Fig・1う・Thecentralareaof the healingulcerin the more progressi礪Stage・The regenerating  

epithelium becomes much thicker・The granulation tissue repiaCeS the fibrin meshwork  

and the affected tissues． HE stain，Xう0  

Fig・16・A high power detailof thegranulation tissue・Itis composed of newly formed vascu・  

1archannels・fibroblasts，1arge mononuclear cells，Smallround cells and thin coilagenous  

fibers．MAY，GfEMSA’s stain，Ⅹ200   
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の上に移動を開始し，治癒が本格的に進行する。再生表皮の源として潰瘍病巣周辺域の表皮があげ  

られ，そこでは基底細胞の陸大と上皮細胞の著しい増生が見られたし〕こ町病巣周辺域で増隼した上  

皮細胞が潰瘍表面を移動して，表面を被蓋しながら次第に細胞層を増して鮭襟な再生表皮へと生長  

する，と考えられた。この再生表皮でほ梶棒状細胞がまだ出現していず，この点で正常な表皮と異  

っていた。棍棒状細胞ほ糖タンパクを含む豊富な細胞質をもつ大きな捌包であり，発生学的にほ卵  

黄をもった仔魚の表皮に既に出現している（宮崎ら未発表）。しかL，この細胞の機能ほ真だわか  

っていない。再生表皮において粘液細胞が分化している段階でもこの孝息棒状紺胞が観察されないり  

ほ興味ある事実である。   

再生表皮の生長と肥厚によって外部からの障害要因に対する防備が整うとともに，潰瘍庇の析出  

線維素層に新生毛細血管が侵入し，大単核細胞，線維芽細胞の浸潤繁夕直も加わって肉芽組織か成長  

する。これは再生表皮の肥厚によって外界と遮断された結果，析出線椎葉が異物として扱われたた  

めと思われる。そして潰瘍底の変性壊死Lた筋肉や筋肉組織間質の炎性溶出物，頬線維素変性に陥  

った真皮の膠原線維，変性した鱗も同じに異物処理の対象となり，大単核細胞の浸潤繁殖を伴う肉  

芽組織あるいは破骨細胞に似た多核巨細悔や肉芽腫によって消化吸収されていく。   

以上みたように治癒が肉芽組織の出現によって起っていたことから，体側節約織に達するはどの  

深い潰瘍の治癒は二次的治癒（鈴江1974）と判断された。今回の観察でほ上述の段階までしか観察  

できなかった。その後，潰瘍病巣は再生表皮の下に其皮の再生を招き，潰瘍庶に出現した肉芽組織  

ほ療病化し，欠損した体側筋組織の筋肉が再生して次第に復元していくと考えられた。  

要  約   

1．病原性滑走細菌による潰瘍病に隈病したニシキゴイの治癒過程にある潰瘍病巣を病理組織学的   

に検討した。  

2．その結果，治癒の初期段階にある病巣では，潰瘍表面は網目状の疎な表皮で披志され，潰瘍氏   

にほ線維素が析出し，その下の侵された体側折紙織では炎性細胞浸潤が起っていた。また，治癒   

がさらに進んだ段階の病巣では，再生表皮ほ密度を増して肥厚し，潰瘍践にほ肉芽組織が新生し   

て析出線維素や壊死した体側筋組織を吸収してそれらと置換していた。  

3．以上のことから，再生表皮と析出線維素による侵された組織表面の被覆と，その後に新生した   

肉芽組織による析出線椎葉や壊死組織の消化吸収，置換が，潰瘍病巣の治穂に拉も壷資な役割を   

果しているとわかった。  
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